
 

 
平成 28 年６月 27 日 

各   位 

会 社 名 株式会社シーエスロジネット 

代 表 者 名 代表取締役社長 高 木  敏 明 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号 ２７１０) 

問 合 せ 先 取締役社長室長 乙 守 俊 秀 
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平成 28 年３月期有価証券報告書の提出期限延長に係る 

承認申請書提出に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会で、企業内容等の開示に関する内閣府令第 15 条の２に規

定する有価証券報告書の提出期限延長に関する承認申請書の提出を行うことを決議いたし

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、平成 28 年６月 20 日付け「社内調査委員会による調査報告書の開示の再延期に関

するお知らせ」にて調査報告書を平成 28 年６月中に開示する旨、お知らせいたしましたが、

平成 28 年６月末までに金額を確定することが困難な状況であるため、金額が確定次第、速

やかに開示いたします。 

株主の皆様、お取引先様、投資家及び市場関係者の皆様には、多大なご迷惑とご心配を

お掛けしておりますことを深くお詫び申し上げます。 

記 

１．対象となる有価証券報告書 

第 34 期有価証券報告書（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日) 

 

２．延長前の提出期限 

平成 28 年６月 30 日 

 

３．延長が承認された場合の提出期限 

平成 28 年７月 29 日 

 

４．提出期限の延長を必要とする理由 

当社は、平成 28 年５月 20 日付け「不適切な会計処理が行われたことの判明及び社

内調査委員会の設置並びに平成 28 年３月期業績予想修正・同決算発表の延期に関する

お知らせ」にてお知らせいたしましたとおり、第 34 期（平成 28 年３月期）の決算処

理を行う過程において、平成 28 年３月期第１四半期から第３四半期までに売上原価及

び買掛金の過小計上（累計で約 59 百万円）、平成 27 年３月期以前における売上原価及

び買掛金が過大計上（累計で約 56 百万円）及び平成 18 年３月期より保有している投

資有価証券（米国に設立された非上場会社銘柄）107 百万円の評価額の算定方法に齟

齬があり、80～100 百万円の投資有価証券評価損の計上が必要であったことが判明し

ました。 

当社は、第 34 期(平成 28 年３月期)の期首残高の確定に必要な過年度における会計

処理の適正性に関する調査を行うため、同日付けで設置した社内調査委員会に上記の

不適切な会計処理の事実関係、原因の究明、他の同様の事象の存在の確認及び再発防

止策の提言を委嘱し、現在、調査を行っております。 

しかし、第 33 期(平成 27 年３月期)以前の売上原価及び買掛金の過大計上に関して、

  



 

取引内容の複雑さに加え、取引明細データが膨大であることから金額の確定に時間を

要しており、本日現在、金額を確定させることができておりません。 

このような状況の下、当社は、独立監査人から社内調査委員会の調査が完了し、上

記の不適切な会計処理に係る事実関係及び財務諸表への影響の全容が判明するまでは、

第 34 期（平成 28 年３月期）の期首残高を確定することができず、同期に係る監査を

継続する必要がある旨説明を受けており、独立監査人の監査が終了するまで第 34 期有

価証券報告書を提出することができない状況にあります。 

以上から、当社は、本日、東海財務局に対して、第 34 期有価証券報告書の提出期

限の延長申請を行うことといたしました。 

 

５．今後の見通し 

当社は、今回の提出期限延長に係る申請が承認された場合は、速やかにお知らせい

たします。 

 

 

以 上 

 

 


